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１ ４年 目 を迎 えました  
 
 
 
 
 

【はじめに】 

 最近年をとったせいか、はたまた、毎

日の診療に追われているせいか、月

日の経つのがものすごく速く感じられ

るようになりました。この間１３年目の話

をしたと思ったら、もう１４年目です。こ

うして、しらずしらずのうちに年をとって

いくのですね…。「光陰矢の如し」とは

よく言ったものだと実感する今日この

頃です。 

【診療所を去る方々】 

 平成２０年１１月から勤めてくださった

看護師の小坂文美さんが 3 月一杯で

退職されました。もともと診療所に勤め

られていた土屋先生からタイで当院を

紹介され、帰国後、11 月から勤められ

ました。バリバリの関西人ですが、初々

しい笑顔で診療所の患者さんたちの

アイドルになっており「あの子がくれると

まずい抗酒剤もおいしくなる」（笑）との

感想も聞かれました。もともとの夢であ

った助産師の資格を取るべく大学で

勉強することになりました。また、もどっ

て来たいとの言葉を信じて待つことに

します。 

 この間、平成１８年１０月から診療所

に来てくださり、日々の診察でご尽力

いただいていた天田大輔先生が平成

２１年の 5 月をもって診療所を退職さ

れることになりました。天田先生は、

「総合医」として離島で診療実績をつ

み、内科はもとより整形外科、精神科

にいたるまで診療して頂きました。どん

な場面でも落ち着いて冷静で、それで

いて粘り強く、最後の最後まで患者さ

んに寄り添うというスタンスを貫いてい

ました。実は私とは大学の同級生なの

ですが、傍からみていて「すごいなあ」

と思い、ひそかに天田先生の診療を

学ぶべくとなりで聞き耳をたてながら診

察をしていました。患者さんの信頼も
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厚く、また、さわやかな風貌でヘルパ

ーさんや、院外の看護師さんなどにも

幅広いファンがいたのですが、今回長

年の夢であった海外での医療活動を

行うということで、泣く泣く診療所を送

り出すこととなりました。また、寿町にも

戻ってきてくれることを願いつつエール

をおくりたいと思います。この 2 年半、

ありがとうございました。 

【診療所にくる方々】 

 また、5 月より宮崎伸一先生が毎週

火曜日に勤務されることとなります。宮

崎先生は、現在東京都内の精神科

病院に勤務されていらっしゃるのです

が、出身地が診療所の近所ということ

もあり、診療所の存在は以前から目に

されていて、「いったいどんなところだろ

うか」と長年気になる存在ではあったよ

うです。今回、ホームページを見て、当

院の診療活動に興味を持ってくださり、

来てくれることとなりました。今後ともよ

ろしくお願いします。 

 また、海外に留学されていた土屋洋

子先生が 6月より診療所に復帰されま

す。海外でパワーアップした成果を引

っさげ、以前にもまして力のこもった診

察になることが予想されます。ご期待く

ださい。 

 また、鍼灸師の佐藤木綿子先生が

平成２０年１月から勤務されています。

もともと海外の大学を卒業後、日本の

大学院で文化人類学を専攻し、離島

のフィールドワークをされていたという

すごい経歴の持ち主ですが、その後、

鍼灸の道を志し、現在にいたるとのこ

とです。出身の高知県の太陽に負け

ない、その屈託のない明るさで、早くも

患者さんに人気の様子です。今後とも

よろしくお願いします。 
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【見学者増える】 

 昨年より、日野病院に研修中の研

修医の方が毎月見学に来てくださっ

ており、診療所にとどまらず、関係諸

機関にお願いして自立支援施設「は

まかぜ」、寿福祉プラザ、寿アルクなど

町の施設の見学をしてもらっています。

見学の感想はおおむね好評のようで

す。また、滋賀医大、和歌山医大、千

葉大、三重大、自治医大、信州大な

ど様々な医学部の学生さん、看護学

生さんの見学が増えました。来る経路

は様々で、人づても多いのですが、ホ

ームページをみてきてくださる方も多い

のにビックリします。ホームページは当

初なんとなく作ってみたらという感じで

始めたのですが、意外にその影響力

は大きいようです。 

【長年の患者さん 

相次いで亡くなる】 

 診療所開設当初からの患者さんで

あった岡田弘さん、中村英治さんがこ

の間、相次いで亡くなられました。お

二人とも診療所との関わりは深く、忘

れ難い思い出も数々ありますが、その

詳細は後の追悼文集にゆずりたいと

思います。謹んでお二人のご冥福を

お祈りいたします。 

【デイケア 10 周年】 

 ことぶき共同診療所にデイケアがで

きて、今年で 10 周年を迎えます。さま

ざまな病気の患者さんを受け入れ、ア

ットホームな生活の中で個人個人を大

切にしながら、調理、音楽、茶道、エ

アロビクス、習字、農業、キャンプ、旅

行などなど幅広いカリキュラムを行い、

試行錯誤し、工夫しながら疾走した１

０年間であったと思います。１０年という

区切りの年を迎えましたが、スタッフ一

同、私も含めて協力しながら、今後も

より一層充実したデイケアを作り上げ

ていければと思います。 

（鈴木 伸） 
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追悼	 岡田弘さん、中村英治さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡田弘さんへ 
 
岡田弘君 	 逝く 	 

 “忘れられない人”って何だろう。 

 岡田弘君が死んでしまった。自室で

死んで発見されたので、多分 2 月 12

日に、彼はなくなったのだろうと云われ

ている。36 歳の若さでである。 

 彼は、7 年の長き不在の後に、去年

の秋、ひょっこりと又、寿へ戻ってきた。

まさにひょっこりとである。確か彼は 13

～14 年前に、死んだ園田君と一緒に

新宿から寿へ流れてきた。そしてあっと

いう間に私達の間で有名人になり、あ

っという間に“忘れえぬ人”になってしま

った。おそらく彼を知る多くの人にとっ

てそうであったと思う。 

 40 年以上寿に係っている私は、多分

見知っている数百人の人と死別してい

ると思うのだが、その中で自分が死ぬ

迄、決して忘れる事はない（顔も名前も

雰囲気も）と確信できる人はそう多くは

ない。仲間であったと云える人や、特別

な能力をもった人は勿論忘れられない。

しかし、何で岡田弘が忘れえぬ人なの

だろう。久松君や、伊藤紀明君等々と

共に、彼は私の心の中に一生、生き続

けるだろう。それは久松君が統合失調

症で、伊藤紀明君が知的障害者で、

岡田君がアルコール依存症であるから

ではない。岡田君を上廻る大酒飲はた

くさんいたのであり、お騒がせマンもい

た。ハヤト等はその一人であったと思

う。 

 じゃあ岡田君の何がそんなに印象的

なのか。それはおそらく、彼のもってい

た「善良さ」と「ひとなつこさ」に由縁する

ものだと思う。彼はいつ迄も、あの口を

少しとんがらかして文句を云う少年の

顔で、ニット歯を見せた照れくさそうな

青年の笑顔で、私の心の中に生き続

ける。 

 結局皆な本当は彼を好きだったのだ。

もっと彼を守ってあげたかったのだ。ち

ゃんと出来なくて御免ね。岡田君。 

（田中 俊夫） 

	 

岡田弘君を悼む 	 

 岡田君が亡くなった、と聞いてもはじ

めはなんのことか意味がわかりませんで

した。本当にショックでした。ちょっと前

に診療所のカウンター越しにふざけて

	 当所の患者さんの岡田弘さんが 2 月 13 日に、中村英治さんが 4 月 14 日に急逝されました。	 

	 お二人とも診療所開所以来、つまり 13 年来の患者さんで、診療所と共に歩んでこられたいわ

ば、生き字引のような存在です。そして診療所の新しい職員をすぐに引き付けてしまうという

不思議な魅力を持った二人でもありました。そう、忘れえぬ人であったのです。	 

	 謹んでご冥福をお祈りします。	 
（岡田弘さんの写真は、自省館の島田さんより送っていただきました。心よりお礼申し上げます。）	 
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握手をしたばかりでした。人懐っこく、

甘えん坊で、でもどこか頼りなげで、口

をとんがらせて笑っている、いつもの弘

君でした。 

 岡田君は、診療所が開設されてから

間もなく、まだ夜間診療の時期に兄貴

分の園田君とともに新宿から寿にやっ

てきました。それからの長い付き合いに

なります。その園田君もずいぶん昔に

亡くなっています。夜間診療の診察時

間がきても先生が到着せず、いっこうに

診察が始まらない時があると「先生まだ

かよー」と声をあげるのは岡田君でした。

受け付けの私もいつものように「まだ高

速道路をおりられないのかもねー」と答

えたりしていました。岡田君は、よく酔っ

払って待合室の床にイモムシのように

はいずっていましたが、中央浩生館に

入所した時は、こざっぱりとリュックをし

ょって少年のような感じで闊歩していて

全く別人のようでした。グループホーム

に入所できて、診療所のスタッフ数人

で訪ねた時、天気の良い日曜日なの

に、ぐでんぐでんに酔ってでむかえてく

れて、部屋に案内されたら明るい新築

の部屋に万年床と酒びん。私たちは内

心のため息をかくして、何も家具のない

部屋に小さいテレビを据えてあげて帰

ってきた、忘れられない光景。相模湖

病院に入院中も皆でお見舞いに行き

ました。彼が２０代前半から３６歳までの

ずいぶん長い付き合いでした。でも今

になって思うと、彼と一緒に遊んだり、

稲子などで共に過ごしたりということは

ありませんでした。本人が希望していた

デイケアにも受け入れてあげられません

でした。葬儀の時、自省館
じ せ い か ん

関係の方達

が沢山見え、その４年間の生活の様子

が聞けて、本当によかったと思います。

人間関係に恵まれ、時々のスリップは

あったものの、生き生きとした穏やかな

数年間が想像でき、そういう時間があっ

たことに少し慰められる気がしました。

岡田君とは医療機関と患者さんという

関係を越えた付き合いができたら良か

ったのにと思いました。そして思っても

いなかった突然の別れ。本当に残念で

思いはつきません。あの笑顔を一生私

は忘れないでしょう。 

（2009 年 3 月 15 日 田中 藤枝） 

 

おかだひろしくんのこと 	 

 弘が死んだ。弘が死ぬなんて思って

もみなかった。いずれまた寿から出て行

き、また新たな生活が始まって、未来が

続いていくものとばかり思っていた。 

 だが、冷たくなった弘はちっちゃな骨

になってしまい、姿がみえなくなってしま

った。ただ、きちんと骨壷に収められ、

お家に帰る事が出来た事が、私にとっ

てはほんの少しの救いだった。そして、

ご両親を始め、自省館や支援センター

の職員が駆けつけ、彼が色々な場所で

愛されていたんだと実感した。でも、彼

はいない。 

 弘と私は同郷で、地元の話もよくした。

最近分かった事だが、その頃というの

は中学だけのことだった。でも実は生ま
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れは東京で私の出生地の隣町であっ

た。なんだか、縁があるね～、その昔ど

こかであっていたのかもね～と話し、そ

んなこともあったからか、近しい存在で

もあったのだ。 

 私が岡田くんと初めて会った日のこと

は覚えていないが、もう 10 年以上前の

ことだと思う。新宿からやってきた岡田く

んは寿の越冬中、寿公園で一世を風

靡していた。酔っ払って、何度も痙攣

発作をおこし、公園内で倒れていた。

何度目かの発作の後、目覚めなくなり、

安静を兼ねてプレハブで寝ていてもら

ったのだが、しばらくたっても起きなかっ

た。越冬に来ていた医師があわてて診

察をした所、ただ事ではないと市大病

院に連絡し、救急搬送、同行した医療

班メンバーがなかなか診察が終わらな

いので、病院の職員に聞いた所、急性

硬膜下血腫を起こしており、緊急手術

中だと言われ、所持金 10 円を渡された

という。彼が足を引きずって歩いている

のはその後遺症だと思われる。 

 その後も何やかんやと騒ぎを起こして

くれたが、憎めない存在であった。甘え

ん坊でさびしがりやで、それでいて生真

面目で、悩み深き青年は私と共に年を

とり、今更「大好きだよ」と抱きしめるわ

けにもいかず、甘えん坊は甘え方を知

らずに逝ってしまった。 

 寿町で出会った数少ない私の友人

がまた一人いなくなってしまった。莫迦

な弘、勝手に一人でひっそりと旅立つ

なんてずるいよ、そして･･･、何もできな

くてごめんね。 

（矢島 雅子） 

 

岡田弘くん 	 

岡田くんと初めて会ってから１１年が

経 ちます 。 「 まだ若 いのに 、なぜ寿

に？」最初に思ったことでした。いつも

いつも酔っ払っていました。お酒を飲ん

でいない時に会うことってあったっけ？

と考えないと思い出せないくらい、いつ

もへロへロな状態でした。そんな岡田く

ん、同い年だからなのかなんか気になる

存在でした。カウンターに張り付いてダ

ラダラおしゃべりしたり、カウンターや壁

を叩いたり蹴ったり、床に寝転がってみ

たり。「もう！酔っ払い！」と腹は立ちま

したが、憎めませんでした。笑顔のせい

でしょうか。岡田くんの笑顔を見ると「し

ようがないなあ。」となんとなく許せてしま

うのです。 

 診療所に１１年もいると「人の死」とい

うことに嫌なことですが慣れてしまいまし

た。患者さんが亡くなったと聞いてもあ

まり驚かなくなったというか・・・。岡田く

んのことを聞いたときもそれほど驚きま

せんでした。亡くなったことが信じられな

かったからでしょうか？でも火葬場で顔

を見たらやっぱり涙が出ちゃいました。

もう笑っておしゃべりできないんだなあ、

と思うと胸が苦しくなりました。岡田くん

が久しぶりに寿に戻って来た時、私の

名前をちゃんと覚えていてくれて「愛ち

ゃん」と声をかけてくれました。口にはし

なかったけど本当はすごく嬉しかったで
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す。もう忘れられてると思っていたので。

岡田くん、どうもありがとう。岡田くんのこ

とは忘れたくても忘れられないので一生

忘れません！ 

（中田 愛子） 

 

 岡田くんは岡田クンのまま死んでしま

いましたね。彼は、彼なりの直面したく

ない思いを抱えたまま天国に行ったの

かなと思います。 

 でもそれで良いのかなと。 

 天国でよく頑張ったな～と自分（岡田

くん）を振り返ってくれていたら嬉しいで

す。 

 彼の人生を傍らのかたわらで、見守ら

せてもらったことを幸せに思います。 

 やっぱり最後は感謝かな…。 

 ありがとうございました。そしてお疲れ

様でした。 

（元職員 加固 実里） 
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岡田弘さんへ	 
―自省館（救護施設）、寿福祉プラザの職員の方から‐ 	 

 

 岡田弘さんは 4 年前に自省館に来ら

れました。事前情報では、トラブルも多

く退院しても行き場の無い難しい人だ

けれども担当してみないかということでし

た。情報どおり、入所してすぐに飲酒を

し、3 ヶ月の解毒入院。退院して翌日

にはまた再飲酒し、すぐに入院となりま

した。面会には行きましたがほとんど関

わることは出来ませんでしたが、2 度目

の入院で車に乗り込むときに「担当替

わってしまうの？」と言われ「替わらな

い」と答えたことを思い出します。しかし

入院とともに施設としては退所の検討

もしなければいけませんでした。結論と

して、本人にやる気があるならばラスト

チャンスを与えてみようということになり

ました。私としても情報どおり、落ち着

いた生活は無理ではないかと半分諦め

もありましたが、不思議なことにそれ以

降はお酒を断つことができていました。

それからは彼と話をする時は、他の職

員が居る前で話をし、皆が岡田さんの

存在を認め、自省館が安心できる居場

所であることを提供するよう努めました。

年月が経つにつれ甘えも出てきたと思

います。甘えたことを言うと私はいつも

怒っていました。でも岡田さんの口から

は「自省館だから甘えられる」「担当だ

から許してよ」とおっしゃっていました。

一度私は彼に事務所の中で首を絞め

られたことがあります。彼はじゃれてきた

だけでしたが、手加減が出来ないため、

かなり苦しい思いをしました。私にとって

は暴力行為であり大問題だという思い

もありましたが、周りに居た職員は全員

こちらに一瞬目を向けましたが、また二

人でじゃれあっているんだなと無視され

てしまいました。それほど自然な関係が

出来ていたことはある意味喜ばしいこと

でした。彼に安心した環境を提供でき

たことも良かったと思います。彼の人生

の中で自省館での 4 年間が一番安心

できた居場所であったと思います。寿

に戻ってからも毎日電話をしてきたり、

こちらから出向いたりもしましたが、もう

一度自省館でやり直し、担当をする約

束をしたところでの結果に本当に残念

に思っています。 

        （救世軍自省館 

島田 聖也） 

O さんとの関わりを振り返って 	 	 

 二月十三日夕刻、それは区役所の

担当ケースワーカーからの突然の連絡

であった。「帳場さんからの連絡で、O

さんが亡 くなったとの連絡が入 りまし

た・・・」。 

 同僚職員が電話を受け、直ちに彼の

部屋に向かった。部屋の前に救急隊

二名が到着していたが、既に彼は亡く

なっており、後は警察の到着を待って
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いる状況であった。 

 彼が、四年近く在籍していた救護施

設を自己退所し、寿町に戻って来てか

ら約四ヶ月、あと十日程で、町から離

れ入院することも決まっていた矢先、こ

のような形で、突然の別れを経験すると

は予想していなかった。 

 私は、彼が在籍していた救護施設で

は施設職員として、そしてこの寿町で

は町の相談員として関わりを持たせて

もらった。相談員としての関わりは本当

に偶然であった。配属先がたまたまこ

の町だったというだけで、だからこそ、今

になってみると何か深い縁を感じてい

る。 

 三年前まで、私が約十年勤務してい

た救護施設は、アルコール依存症の

方々が対象で、そこでの経験や知識か

ら、病気の特徴は理解しているつもりで

あった。例えば、今回の彼のように「長

期間断酒していても、再飲酒すると、

心身共に崩れていってしまうペースが

早い」ということや「アルコール依存症は

死に至る病気である」ということである。 

 しかし、考えてみると、施設では飲み

続けている人は、直ちに入院等の支援

を挟むので、そこで飲酒状態を続けて

いくようなことはなかったし、何よりも長く

関わって死に直面するという場面もな

かった。 

 今回彼の死に直面し、一体これまで

の自分の経験や知識は何であったの

かと、考えさせられている。この町の高

齢化率やアルコール依存症等の病を

抱えた人の数を考えてみれば、ここは

ある意味「死と隣り合わせの町」である

ことも理解はできる。 

 彼の死から三ヶ月以上が経過した。

自分は彼の死をどのように受け止めた

のか。湧き上がってくる悲しみや後悔と

いった感情を認め、そこから一歩踏み

出すことが必要と思いながらも、正直な

ところ、まだまだそこに向 き合 えない

日々が続いている。 

（横浜市寿福祉プラザ相談室     

大渕 義博） 
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中村英治さんへ	 

 

中村さんのこと 	 

 毎週水曜日午後三時四十五分、こ

の時間になると中村さんはいつも鍼灸

院に来てくれていました。私が「どうぞ」

というと、「もういいの？」と中村さんはな

んとなく遠慮がちに入ってきます。もう

六年以上も通ってきてくれていたのに。 

 中村さんは熱いのは全然平気でどん

なにお灸をすえても、びくともしませんで

した。むしろどんどんやってほしい感じ

でした。治療中は体の話はそこそこに

大好きな将棋のことや夕飯のメニュー

は何にするかなど本当になんでもない

ことを近況を交えてお話ししました。断

酒は本当に頑張っていましたが、実は

とても飲みたくて仕方がなかったようで

す。 

 「股関節の手術をして元気になって

会おうね」と言って別れたのが二月。退

院してきたと聞いて今日顔を見に行こう

と思っていた日に訃報を聞きました。断

酒にも成功し、ダイエットにも成功し、

股関節の手術も成功し、中村さんは全

てやりとげて旅立っていったのだと思い

ます。お疲れ様でした、中村さん。そし

て色々とありがとうございました。 

（新井 育子） 

	 

中村英治さんのこと 	 

 中村 さんと初めてお会いしたのは、

H15 年の５月、僕がちょうど診療所に赴

任してすぐのことでした。大の将棋好き

だが、なかなか周りに相手がいないの

でとのことで、同じく将棋好きの私と対

戦することになり、その後何度か盤上で

対決することになりました。中村さんの

将棋は、振り飛車、居飛車にこだわら

ずきれいな差し回しをする方でした。寿

町の大会では、何度か２位にはなるも

ののどうしても優勝できず、「もう一歩な

んだけど、強い人がいるんだよなあ。」と

いつもうれしそうに語るのでした。将棋

指しにとっては、自分が勝つことはもち

ろんうれしいのですが、自分より強い人

がいて、その人になんとか勝とうとあれこ

れ思案し、戦略を考えるのがそれ以上

に楽しいことなので、その気持ちはよく

わかりました。また、普段は関西に住ん

でいて年に一回横浜にやってくる将棋

の強い「岡さん」との対戦を何よりも楽し

みにしていました。そして「岡さん」と対

戦してコテンパンに負けた後には「やっ

ぱりあの人はレベルが違う」とやはり「う

れしそう」に語るのでした。 

 将棋の付き合い以外にも、中村さん

とは医者‐患者という形での付き合い

もありました。中村さんは実は診療所が

できた当初からの患者さんで「アルコー

ル依存症」という持病がありました。僕

が寿に来た時にはすでに８年も通院し

ていたのですが「断酒 」というにはほど

遠い状態で、「おれは酒はやめないよ」
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と公言してはばかりませんでした。周囲

も中村さんが酒をやめるのは「奇跡」が

起きない限り無理だろうと思っていまし

た。しかし、その日は以外にも早くやっ

てきました。あるとき酩酊して階段から

転げおち、足を痛めたのです。いままで

も何度も酩酊して怪我をしたことはあり、

それでもお酒は止まらなかったのです

が、その時は違いました。「このままいく

と死んでしまうんじゃないか」と思ったと

のことで、「もう俺は酒をやめる」といきな

りみんなに宣言したのでした。僕も、周

囲も「冗談かな？」と思っていたのです

が、その言葉は本物でした。自助グル

ープにはいかなかったものの、抗酒剤

を自らのみだし、あれよあれよと断酒は

継続していくのでした。作業所の佐藤

真理子さんが 1 ヶ月ごとにオリジナルの

メダルをつくって表彰すると、中村さん

は嬉しそうに診療所にそのメダルをつ

けて登場しました。そして、診療所の女

性スタッフと抗酒剤を片手に記念撮影

をするのが恒例になりました。そして、と

きには「やっぱり、おれ、酒のんじゃおう

っかなあ」とすねて見せたりすることはあ

ったのですが、なんと亡くなるまで 58 ヶ

月も断酒が継続したのです。僕は、ア

ルコールの患者さんと接することが多い

のですが、スリップをなんどもなんども繰

り返す患者さんがいてあきらめそうにな

るとそんなときは中村さんのことを思い

出してなんどか救われました。 

 そんなお酒をやめ、元気で生活して

いた中村さんが、こんなに急に亡くなる

とは夢にも思いませんでした。いまだに、

まだ、その辺で将棋をやっているような

気 がします。寿 医 療 班 のミニコ ミ誌

「空」にもずっと自作の詰め将棋を連載

していたのですが、遺作となる詰め将

棋は、なかなか難しいのですが、解けた

ときには「ああ、なるほど」と思わせる美

しいものでした。デイケアのメンバーさん

が書いていたのですが「天国で（将棋

の）名人戦を楽しんでください」というこ

とばで、中村さんの思い出を締めたいと

思います。さようなら、中村さん。 

（鈴木 伸） 

	 

中村さんを追悼する 	 

 中村さんと将棋して勝つにはこつがあ

る。じっくりと攻めるのである。早指しで

は、負ける。振り飛車で攻められて、３

連敗したことがあるが、最後の試合は、

中村さんが読み間違えてわたしが勝っ

た。五分になるところが、６勝４敗になっ

た。もうこの数字は変わらない。 

 中村さんは、寂しがり屋だった。誰か

に自分を注目していてもらわないと不

安でしょうがなかった。 

 稲子に行くときも、動物園に行くときも、

行きたいのに、いつも行くかどうか決め

かねていた。最後には行くことになるん

だけれど、理由は足手まといになるんじ

ゃないかという悩みだった。バスから降

りてトイレに行くまでに間に合うだろうか、

車いすでは、押す人が迷惑じゃないだ

ろうか。あれこれ悩みは尽きなかったよ

うである。そんなに心配することはなか
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ったのにね。 

 酒。４年前、わたしが診療所に来る前

であるが、酒で中村さんは痛い目にあ

った。それ以来、酒を口にしていない。

ビール飲みたいな、といつも言ってはい

たが、診療所や作業所の人と別れるこ

とになることを考えると、飲まない、と言

っていた。飲み屋に行きコーラで刺身

を食った、などと冗談か本当かわからな

いことも言っていた。たぶん本当ですね。

頑張ったのである。 

 股関節の手術をすることを最終的に

決意したのは、今年に入ってからである。

手術しないと近いうちに歩けなくなると

医師に言われ、迷ったあげく、３月に市

大病院に入院した。入院のためにいろ

いろ買いそろえ、準備して福浦に行っ

た。手術は１０時間以上かかったらしい。

２日後、見舞いに行ったら、大成功だ、

と大喜びしていた。うれしそうだった。そ

れから１０日後、リハビリ室に車いすで

行っている、３週間すると、いつ退院で

きるかわかる、と言っていた。 

 突然、野島公園近くの済生会若草

病院に転院することになった。リハビリ

のためである。転院して２日後、見舞い

に行くと、知らないうちに寝返りして、股

関節が外れた、と天井を見つめながら

話していた。「ここは遠いから来たくなか

った。早く退院したい」。寂しかったので

ある。 

 そして４月の１０日の退院が決まった。

８日に見舞いに行った。久しぶりだった

ので中村さんはよろこんでいた。「早い

けれどいいの」と言 うと、もう決めた、と

言う。明日介護タクシーがくる、とも。 

 ４月 １０日、退院した中村さんは、診

療所にきた。そして１１日 、デイケアに

参加した。「川崎さん、火曜日、頭刈っ

てくれるかな」「いいよ」それが最後の会

話だった。４月１２日早朝、中村さんは

亡くなった。 

 もう中村さんの部屋に行くことはない。

テレビがつかなくなった。エアコンが故

障だ。窓がよく開かない。電気ヒーター

に水が入った。炊飯器がダメだ。わたし

は中村さんの修理屋さんだった。もう修

理依頼は来ないのである。 

 思い残したことは多い。中村さんが急

に逝くなんて、考えもしなかった。 

（2009 年 6 月 8 日 川崎 正明） 

 

中村さんへの 10 年間の 	 

感謝と追悼  

 正直なところ、まだ中村さんが亡くな

られた実感は薄い。入院か、ことぶき福

祉作業所の行事で出かけていて、いつ

かデイケアに帰ってくるのではないかと

も思ってしまう。 

 中村さんは、当診療所の精神科デイ

ケアの、開設当初からのメンバーである。

将棋が強かった中村さんは、その対局

の相手を求め続けた。私は、相手を見

つけてくることを、軽く引き受けたものの、

あまり果たせなかった。また、最初の頃、

アルコール依存症だった中村さんは、

時に飲酒したのか、赤い顔で診療所に

来ることもあった。「（抗酒剤）効くなあ」
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と言っていたが、少量のアルコールで

酩酊出来るという意味である。時に、印

象に残ることばを発する人であった。や

がて、中村さんは断酒を果たしたが、ア

ルコールに代わるものを見出せたのか。

中村さんはその心中を「部屋に独りで

いると、四隅から風が吹き込んでくるよ

うだ。（酒の）白鶴を一杯飲めば、薔薇

色になるのに」とも語っていた。その苦

しさに対し、私が出来たのは僅か数冊

の本を貸した位で、断酒の前も後も、

自分の無策が悔やまれる。また、遠出

が好きであった中村さんは、行事のほ

ぼ毎回、不自由な脚では無理な階段

がある等の理由で、行けない、行かな

い等と言っていた。それは、行きたいか

らサポートして欲しいのが本心であるの

に、プライド等が邪魔するなかでの、精

一杯の意思表示であったと思う。それ

を、常に察することが出来たのか、自ら

の鈍さに気付かされる。 

 中村さんは、およそ 10 年間、様々な

波乱万丈がありながらも、踏み止まり、

デイケアに通い続けた。支えてくれる

様々な人の繋がりをつくりながら。ある

時、私に対して「人生いろいろだよ」と

言ってくれたのが、特に印象に残って

いる。 

 きっと、薔薇色の良いところに、中村

さんは笑顔で出かけたのだろう。 

 10 年間、通い続けてくれて、本当に

ありがとう。 

（関屋 光泰） 
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“三人の診察室” 	 

 
 
 
 
	 私は、基本的に、三人で診察することにしています。三人とは、私と患者さん

と、看護師さんです。私も、昔勤務医をしていた頃は、外来では大きな診察室で、

患者さんと二人きりで話しをしていました。 
	 しかし、診療所を開設してからは、ほとんど三人の診察室でやっています。と

云っても、初めの頃は、意図してそうしたのではなくて、何しろ場所が狭くて、

診察室も一つしかなく、その中にベットも心電図もエコーも、薬棚でさえも詰め

込んであったので、唯一人の看護師だった矢島さんも、私の側にいるしか、居場

所がなかったのです。そして診察机に向って坐っている私の前方、つまり待合室

へと開くドアの脇の凹んだ所に居て、「何々さん、どうぞ…」とドアを開けて呼

び込みをやっていたのです（“バー矢島”のママさんのように）。当時はインテー

ク室もなく、初診であってもその場で「どうしたの？」から会話が始まり、話し

ながらも、血圧測定や採血が目の前で同時進行し、という感じでした。一つには、

精神科の患者さんと云ったって、内科疾患もありそうだという人がたくさんいた

し、けが人から風邪っぴき迄来るので、簡易健康診断をやっていたようなもので

す。しかしそのうち、そういった実用の面ばかりでなく、二人より三人のほうが

いいのではないか、と思うようになりました。医者と患者の二人だけだと、えて

して上下、強者と弱者、指示者と被指示者という風に、関係が二分され易いので

はないか。もっと単純には、二人ではしゃぐより三人ではしゃいだ方が楽しいの

ではないか。二人で問題点を探すより、三人で探したほうが気づきが多いのでは

ないか、男性の御老人は、孫のような看護婦さんに血圧を測ってもらったり、世

話をしてもらった方が嬉しいのではないか…等々です。これは私がさぼりたくて

考えだした理屈ではありません。当診療所がこんなに患者さんを集めるようにな

った最大の理由は、受付のやわらかさと、気軽さ、看護師さんの優しさ、明るさ

だと、前々から思っていました。その上で、“三人の診察室”も少しは良かった

かな、と思っているのです。 
（田中 俊夫）	 

イラスト	 ikuko arai 
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【パン券宿泊券】寿福祉プラザ 2F 法外援護相談窓口閉鎖（'09.2.27）【簡易宿泊所】別

府荘が萬寿荘に名称変更（'08 夏）／大嶺ビルが内田荘に名称変更（'09.3）／東会館

新館オープン（液晶テレビ、ウォッシュレット付き）（'09.4.13）／大和荘本館改築中（'09.5）

／松葉館改築予定('09.5)【医療】寿町診療所デイケアオープン（'09.4.13）【訪問看護】

ヨコハマホームケアサービス、オープン（'08.11.1）【介護】長生堂ホームヘルパーオ

ープン（'09.2.1）【野宿者】'09 年 1 月現在県内の野宿者数は 18,104 人、うち横浜市

内は 697 人であった('09.3)／横浜市、新たに「ホームレスの自立の支援等に関する実

施計画」策定('09.4)【食堂】NHK 総合・ドキュメントにっぽんの現場「さなぎの食堂

定食日記」放映('08.11.29)／さなぎ食堂リニューアルオープン('09.3.30)【配食サー

ビス】「時代や」が配食サービスを始める（'08.秋）【非正規労働者】いすゞ自動車藤沢

工場が約 960 人の非正規労働者に対し 12 月末での解雇を予告('08.11)／社員寮から退

去を余儀なくされた非正規労働者のために神奈川県が県営住宅を低額で貸し出す対策、

横浜市が市営住宅および簡易宿泊所の活用策を打ち出す('08.12)／神奈川労働局が'08

年 10 月～'09 年 6 月までに県内で失職・失職見込みとなっている非正規労働者は 6,865

人と発表('09.5)【青少年】寿生活館二階に「ことぶき青少年広場」オープン（'09.2.20）

【NPO】さなぎの家、センター1階から富士食堂店舗跡に移転('09.4)【給付金】横浜市

定額給付金制度の申請開始（'09.5）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （寿町関係資料室）	 
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注 1：文中の「改築」とは、従前の簡易宿泊所を完全に取り壊して新たに建築され

た場合を指します。注 2：一部、2008 年 11 月以前のニュースを含みます。	 
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看護師	 小坂 文美 

 

 

 

 

 「あなたは何をそこで学んでいるのです

か？ 助産とかけ離れているように思いま

すが」。助産学校受験の面接で聞かれ

た質問に私は「寿には愛があります。人

の愛し方を学んでいます。暖かい診療所

なんです。暖かい環境作りの勉強をさせ

ていただいてます」。胸を張って答えまし

た。 

 国際協力をしたくて看護師になり 3 年

間働いた後、語学留学。その後、タイで

熱帯医学を学びました。そこで出会った

土屋先生に紹介していただき、診療所

にやって来て 5 ヶ月。知らない日本があ

りました。今まで知ろうともしていなかった

ように思います。海外の貧しいと言われ

ている場所に行き、手探りで何が出来る

か探していたけれど、日本でも同世代の

人が派遣切りで路上をさまよう時代にな

りました。ことぶきの歴史、俊夫先生の奮

闘を知 り、支えあっている家族のような

人々がいて、暖かい診療所がここにはあ

りました。だからか、患者さんも不思議と

可愛い愛されるキャラの人々が多いよう

に思います。『心が暖かくなるような診療

所を作りたい』俊夫先生の願いが満たさ

れていると感 じます。長 い付 き合 いの

人々が多い中、風来坊の私を優しく包

み込んでくれた診療所の皆さんに感謝し

ます。後、たいして若くはないのに『若い

の』と可愛がってくださった患者様に感

謝です。今日で会えるのが最後かもしれ

ない…。ことぶきにはそんな患者様が数

少なくなくいます。１日でも長生きして欲

しい。暖かい気持ちになって欲しい。そ

んな俊夫先生の気持ちを大切に毎日働

かせて頂ました。 

 今後は一旦、助産学生となり、生命の

誕生の現場で働きます。一回り成長した

後に、また、ことぶきに帰って来たい。そ

んな気持ちでことぶきを後にします。5 ヶ

月間、ありがとうございました。 
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鍼灸師 佐藤 木綿子 

 

 

 

 

 

 はじめまして。佐藤木綿子と申します。

今年の一月より、週に三回、鍼灸院と資

料室で働かせていただいています。 

 ことぶきとの出会いは、ことぶき共同鍼

灸院で以前働いていた馬頭さんと鍼の

勉強会でお会いし、こちらを紹介頂いた

ことでした。去年の 12 月に見学させてい

ただき、あっという間に 1 月からこちらで

働かせていただくことになりました。 

 こちらで働かせて頂く前は、横浜市内

の訪問鍼灸マッサージの会社で働いて

いました。関内の老人ホームや在宅の患

者さんの家を訪ねるために、寿町の脇、

中村川沿いをよく車で走っていたのです

が、すぐ近くにこんなディープな街があっ

たとは気づいていませんでした。 

 鍼灸院では、とっても優しく面白い新

井院長、実は同じ鍼灸学校の先輩の富

永先生(曜日が違ってなかなかお会いで

きないのですが)に続く三人目のスタッフ

として頑張っていきたいと思います。治療

というのは、鍼やお灸だけではなくて、お

話やコミュニケーションもとっても大事な

んだなあということを日々感 じておりま

す。 

 資料室では、今は主に 80 年代の資料

整理を担当させて頂いています。80 年

代のことぶきには、住民懇談会や共同

保育、夜間学校や識字学校などなど、と

実に幅広い活動が行われてきたことを知

り、感動しています。つい資料を読みふ

けってしまいます。 

 鍼灸院、資料室ともに、ことぶきで働か

せていただくことは、とても大切なことを

教えていただいているような感じがします。

患者さん、スタッフの皆さま、これからもど

うぞよろしくお願いいたします。 
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11月	 アルコールが一世風靡	 

11 月 6 日	 デイケアメンバーさん、しらみ・南京虫

さわぎ	 

11 月 8 日～9 日	 職員旅行（於：伊東温泉）初の観光バ

スにて	 

11 月 14 日	 デイケア、日帰り温泉旅行（七沢温泉）	 

11 月 18 日	 飲酒がらみで、大騒ぎな 1日	 

11 月 19 日	 デイケアＯさん、飲酒で毎日転倒。傷を

増やしてやってくる	 

11 月 22 日	 稲子、玉ねぎ植え	 

11 月 23 日	 診療所、デイケアメンバーさんと共に床

掃除とワックスがけ	 

11 月 30 日	 待合室のもみの木にクリスマスの飾りつ

け	 

12月	 結核騒ぎの年末でした	 

12 月 2 日	 「ことぶき診療所だより 26 号」発送	 

12 月 3 日	 旧院長の馬頭さんの紹介で、鍼灸師佐藤

さん、見学に	 

12 月 10 日	 精神科の閉鎖病棟に 4年間入院していた

Ｍさん、急遽退院。訪問看護を依頼し、在宅での

体制敷く	 

12 月 12 日	 忘年会	 

12 月 16 日	 ハイリスク者検診受診者、塗沫＋、ガフ

キー３も、ＰＣＲの結果待ちと入院に繋がらず	 

12 月 24 日	 精神科長期入院していたＭさん、在宅生

活は辛いと日野病院に入院後、救護施設へ／エコ

ー納品／乳がんで未治療のＦさん、ヘルパーさん

からの紹介で初診。以後、処置のため受診	 

12 月 25 日	 デイケア、クリスマス会。バイオリン、

リコーダーなど出し物盛りだくさん	 

12 月 26 日	 Ｏさん、結核疑にもかかわらず、年末の

ためか対応されず	 

12 月 28 日	 稲子、もちつき	 

12 月 30 日	 Ｏさん、ＰＣＲの結果がマイナスのため、

感染症病棟含め、県下の病院受け入れ不可、年明

けまで対応待ちとなる。	 

12 月 31 日	 デイケア、紅白を見て年越そばを食べる	 

2009年1月	 入退院の激しい年明けとなりました	 

1 月 6 日	 年明け初診療。スリップ者続出	 

1 月 8 日	 鍼灸師佐藤さん、毎週木曜日に勤務開始	 

1 月 9 日	 デイケア、鎌倉へ初詣	 

1 月 13 日	 デイケアＯさん、２ヵ月間の説得の上入

院同意するが、入院先探しに苦慮	 

1 月 15 日	 インフルエンザ流行のきざし	 

1 月 21 日	 デイケアＯさん、入院	 

1 月 23 日	 デイケア、ろばの家と合同で餅つき	 

1 月 28 日	 てんぷら祭り開催	 

2 月	 一人でひっそりと亡くなられる、そんな連絡が続き

ました	 

2 月 3 日	 デイケア、豆まき	 

2 月 6 日	 鍼灸師佐藤さん、木曜日に加え金曜日も施

術開始	 

2 月 10 日	 デイケアＮさん、股関節の手術のため半

年がかりでやっと入院	 

2 月 13 日	 岡田弘さん、自室で亡くなっているのを

発見される	 

2 月 14 日	 新年会、中央病院と神奈川病院のケース

ワーカーさん来てくれる	 

2 月中旬頃	 若い新患さん増える	 

2 月 24 日	 佐藤さん、資料室勤務／ターミナルのＳ

さん、一時的に退院。	 

2 月 25 日	 大量嘔吐者 2名	 

2 月 26 日	 「寿	 町ドヤ街５号」発刊	 

2 月 27 日	 デイケア、関西出身のＮさん主催でお好

み・たこ焼きを食べる	 

3月	 デイケア、新しいメンバーさんが続々と増える	 

3 月 2 日	 岡田弘さん、荼毘にふされる。ご両親の元

へ帰る	 

3 月 3 日	 吉浜町公園に桜の木を 2本植える。全部で

12 本になる	 

3 月 4 日	 Ｓさんのカンファレンス（訪問看護師さん、
ケアマネさん）	 

3 月 5 日	 稲子へジャガイモ植え	 

3 月 12 日	 中土木事務所より土を 100kg もらい、吉

浜町公園に草木を植える	 

3 月 13 日	 デイケア、三浦へ日帰り旅行（温泉・いち
ご狩り）	 

3 月 16 日	 レセコン新しくなる	 

3 月 19 日	 吉浜町公園に植えた桜の木、開花宣言	 

3 月 22 日	 診療所、デイケアメンバーさんと共に床

掃除とワックスがけ	 

3 月 31 日	 デイケア 10 周年記念樹のしだれ桜を吉浜

町公園に植える	 

4月	 見学・実習に三重・滋賀・千葉などからみえる	 

4 月 2 日	 点滴多し（以後一週間）	 

4 月 7 日	 デイケア、森林公園へお花見	 

4 月 10 日	 デイケアＮさん、股関節の手術を終え退

院／京都でホームレス支援をされている「よりそ

いネット」の方 2名見学に見える(～11 日)	 

4 月 14 日	 デイケアＮさん、急逝される。退院して 4

日目のことだった／神奈川病院を退院して行方不

明だったＭさん、真っ黒な姿で一週間ぶりに発見	 

4 月 16 日	 吉浜町公園愛護会会長に田中先生就任	 

4 月 25 日	 デイケアＮさん、メンバーさんに見守ら

れ荼毘にふされる	 	 	 	 	 	 	 （矢島	 雅子）	 
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◇診療科目	 精神科 	 神経科 	 心療内

科 	 	 

内科 	 整形外科 	 鍼灸 	 

	 
 

 

 

○保険扱い 
国民健康保険	 各種社会保険	 生活保護	 障
害者自立支援法（その他、医療福祉相談も受
け付けています）	 

○心理判定(月 2 回)	 

○寿町関係資料室	 
寿町にまつわる資料収集、調査研究を行う

「資料室」を併設しています。	 

◇共同診療所・鍼灸院の所在地	 
〒 231-0025 横 浜 市 中 区 松 影 町
2-7-17	 
リバーハイツ石川町 1･2Ｆ	 

◇でんわとファックス	 
(045)651-2305(診療所) 
(045)305-4322(鍼灸院) 

◇ e-mail	 

info@kyoudouclinic.com 
◇ホームページ	 

http://kyoudouclinic.com 
2009 年 6 月 16 日現在	 

（鍼灸院は予約制のため、お電話等で確認の上、ご来院ください） 

鈴木美奈子(隔週木曜午前	 エコー検

査)	 


